
 

 

 

 

 

 

岐阜県公共図書館協議会活動報告 

 

 本協議会では、県内の加盟館が連携し、図書館

活動振興のための各種事業を行っている。 

 ５月 17 日の総会後に開催した公共図書館長ト

ップセミナーでは、「図書館の健康医療情報サー

ビス－医療機関等との連携」をテーマに、田村俊

作氏（慶應大学名誉教授）、八巻知香子氏（国立

がん研究センターがん対策情報センター）よりご

講義をいただいた。加盟館の館長及び職員 27 名

が参加し、健康医療情報サービスの意義、図書館

の果たすべき役割について考える場となった。 

 10月 12日には、平成 30年度東海北陸地区公共

図書館研究集会兼岐阜県公共図書館協議会職員

研究集会を実施し、58 名が参加した。「図書館

だからできるビジネス支援」をテーマに、竹内

利明氏（ビジネス支援図書館推進協議会会長）か

らご指導いただき、ビジネス支援の目的・現状

からビジネス支援の始め方について学んだ。事

例発表として、小林 

隆志氏（鳥取県立図

書館）、土井しのぶ

氏（広島市立中央図

書館）、中澤友義氏

（塩尻市立図書館）

の３名に成功事例

や専門機関との連

携等を発表してい

ただいた。発表後は、

「ビジネス支援の

成果－創業や企業支援の成 

 

 

 

 

 

成果－創業や企業支援の成功事例」を題に、パネ

ルディスカッションを行った。 

 この他、加盟館共同事業として、秋の読書週間

に合わせてスタンプラリーを実施した。 

 また、加盟館共通テーマ資料展示として５月か

ら６月にかけて「生物多様性」をテーマに、各館

で「生物多様性の本箱」などの関連資料を一斉に

展示紹介した。 

 

●県内公共図書館の動向 

瑞穂市は、８月～12 月にかけて開館 20 周年の

記念事業として落語会やブックカバーづくりを

実施した。 

新たな取り組みとしては、恵那市は、５月に市

内に伝わる歴史を集めた冊子を発刊、８月から農

家と連携して新鮮な地元食材等の露店直売市「た

べとるマルシェ」を毎月１回開催、10月から地元

の病院と連携して病院内に図書棚を設置し、院内

での貸出サービスを開始した。岐阜市は、６月に

地域読み聞かせボランティア育成講座、12月から

障害者就労支援として図書のフィルム貼りを市

社会福祉事業団に委託を開始した。大垣市は、７

月から非接触型 IC カード「Felica」を搭載した

携帯電話やスマートフォンによる貸出サービス

を開始した。 

 

●岐阜県図書館について 

明治 150年を記念して、明治、大正、昭和の郷

土作家を紹介する特別展示「飛山濃水の文学」を

３期に分けて開催。7 月には鹿児島県立図書館の
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協力を得て西郷隆盛関連のパネルを中心とした

企画展示「岐阜と薩摩の絆展」を開催した。 

社会的課題解決支援の取り組みとしては、４月

からはハローワーク等と連携してビジネス支援

紹介、７月に人権セミナー、８月～11月にかけて

岐阜大学病院と連携してがん予防啓発講座、腰痛

講座、11月に県弁護士会と連携して法律相談など

を開催した。 

また、遠隔地利用者の利便性向上のため６月か

ら音楽配信サービスを開始した。 

   （岐阜県公共図書館協議会事務局） 

 

 

岐阜県大学図書館協議会活動報告 

 

 平成 30 年度、岐阜県大学図書館協議会として

次の活動を行った。 

○運営委員会（７月 13日〈金〉岐阜大学） 

○総会（８月２日〈木〉朝日大学） 

○講演会（８月２日〈木〉朝日大学） 

 

 30年度の総会は、当番大学の朝日大学を会場と

し、会務報告の後、以下の項目について協議した。 

（１） 平成 29年度決算（案）について 

（２） 平成 30年度予算（案）について 

（３） 研修会（講演会）（案）について 

（４） 情報交換 

 情報交換では，以下の取組等についてそれぞれ

説明・紹介を行い，これらについて種々意見交換

を行った。 

・学術雑誌、データベースについて 

・図書館の収益事業について 

・研究費で購入した図書の個人買い取りについて 

・研究室予算で購入する図書の登録基準について 

 総会終了後に、朝日大学と本協議会との共催で、

朝日大学 保健医療学部健康スポーツ科学科の藤

野良孝准教授による講演会「テーマ：心をグイッ

と動かすコミュニケーション」を朝日大学内で開

催した。 

講演では、人の悩みはすべて対人関係の悩みで

あるということから、コミュニケーション能力を

上げるための６つのテクニックなどを、ユーモア

を交えてわかり易く説明され、講演会参加者は興

味深く話に聞き入っていた。 

 その後、平成 29年 12月に同大学図書館分室の

改装を機に設置されたラーニング・コモンズ「ア

クティブ・ラーニング・スペース」などを見学し

た。そこには、組み替え自由な可動式の机や椅子、

ホワイトボードやプロジェクターを使いディス

カッションができる空間「フレキシブルワーク・

エリア」と、大型タッチディスプレイ型パソコン

を備えた「グループワーク・エリア」があった。 

 また、静かに勉強するエリアとして、「Thinking 

Space」 が設けられ、多様な学びに対応していた。

さらに、館内で利用できる貸出用パソコン 10 台

も新たに備えられていた。 

本協議会は、大学図書館の振興のために、今後

も相互に連携を深める活動を積極的に取り組ん

でいきたい。 

（岐阜県大学図書館協議会事務局） 

 

 

岐阜県学校図書館協議会活動報告 

 

 岐阜県学校図書館協議会では、下記のように学

校図書館の充実発展を図るための研究会や研修

会と、児童生徒の読書の振興を図るための各種コ

ンクールを行っている。 

 

●研究会、研修会 

(1)第１回研究会及び代表者会 

（５月 22日 岐阜県図書館） 



 活動計画、予算、研究大会の計画などの協議や

連絡をすると共に、県教育委員会学校支援課課長

補佐 富山哲成先生より「岐阜県の学校図書館教

育の充実について」という題で講話をいただいた。

新学習指導要領の総則から、主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた授業改善に資する学校図

書館の役割の重視と情報活用能力の重視による

学校図書館の役割に期待が高まっていることを

学んだ。各地区から理事や代表者が集い、子ども

の読書や図書館教育の推進について共通理解を

図ることができた。 

 

(2)研究大会（美濃地区大会） 

（８月 17日 関市わかくさプラザ） 

「物語が生まれるとき―妖怪とのつきあい方

教えますー」という演題で、児童文学作家 富安

陽子氏にお話いただいた。書き手の立場から見た

本の魅力、読書のすばらしさを学ぶことができた。

朗読の実演にも魅了された。 

①小学校読書センター②小学校学習・情報セン

ター③中学校④高等学校⑤特設の５つの分科会

で、提言と研究討議が行われた。魅力ある図書館

の環境づくり、委員会活動や図書館祭りなどの読

書活動推進の工夫、利用指導計画、図書館教育を

軸にしたカリキュラムマネジメントなど、成功事

例に基づいた提言がなされた。 

 

(3) 第２回研究会及び代表者会 

（２月 20日 岐阜県総合教育センター） 

研究会や各種コンクールの報告、来年度の東海

地区学校図書館研究大会（三重大会）に関する確

認を行った。また今年度学校図書館教育最優秀賞

受賞校の中で、本巣市立席田小学校、笠松町立松

枝小学校の２校に図書館教育の実践発表をして

いただいた。アイデア満載の図書館経営について

学ぶよい機会となった。 

 

●各種コンクール 

（１）第 50回図書館だよりコンクール 

（高等学校） 

（２）第 64回読書感想文コンクール 

（小中学校、高等学校） 

（３）第 30回読書感想画コンクール 

（小中学校、高等学校） 

（４）第 39回図書館利用記録コンクール 

（小学校、中学校） 

 それぞれに多数の参加があり、すばらしい作品

が集まった。岐阜県独自のコンクールである、「図

書館利用記録コンクール」では、複数の図書資料

やインターネットを利用しての調べ学習の過程

が綴られ、読む人の胸をうつような感動や発見の

ある作品が集まっている。今後もこうした事業を

通して、読書活動等がますます豊かに発展するこ

とを願っている。 

     （岐阜県学校図書館協議会事務局） 

 

 

平成30年度事業報告 

 

●図書館活動研究大会 

（11月16日 岐阜県図書館 51人参加） 

立命館大学教授の常世田良氏を講師に迎え、

「これからの図書館～図書館の可能性と将来像

～」をテーマにご講義いただいた。 

前半では、「自己判断」「自己責任」を求められ

る現代社会において、自己判断をするのに「必要

十分な情報」は、図書館の「課題解決型サービス」

でこそ提供できるという「これからの図書館」の

在り方を、実践例を交えてお話いただいた。 

後半は、参加者が６人ずつのグループにわかれ

て「課題解決型サービスの実践に向けて」という

テーマでグループ討議をおこなった。「自館でで



きる課題解決型サービスの実践案」と「課題解決

型サービスの実践にあたり何が阻害要因となっ

ているか」について話し合った内容を、グループ

ごとに発表し、講師から講評がなされた。 

講演に加えてグループ討議をおこなったこと

で、講義の理解をより一層深め、また館を越えた

交流の機会にもなり、とても有意義な研修となっ

た。 

 

●学校図書館職員対象研修会 

本の修理講座（初級編） 

（２月８日 岐阜県図書館 17人参加） 

例年好評の本の修理講座を、今年度も図書用品

タナカの田中稔氏を講師に迎えて開催した。本の

構造を、種類ごとに詳しく説明いただいたのち、

参加者が持参した破損本を、それぞれの破損状況

に適した方法で実際に修理をしていただいた。参

加者からは、実務に役立つ内容で、大変有意義だ

ったという感想が多く寄せられた。 

 

 

●その他 

・ 岐阜県図書館協会 理事会    ６月20日 

 『図書館年鑑』団体購入事業の中止、日本図書

館協会からの退会を議決。 

・相互協力部会 ８月22日 

・資料発行  「会報」（47号） 平成31年３月 

（岐阜県図書館協会事務局） 


